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新県立博物館に係る広報戦略の考え方について（案） 

 

《広報戦略（平成２３年度中に作成）の構成（案）》 

１． 基本的な考え方について 

２． 開館前の広報について（博物館との関わり度合い別、地域別、世代別、時期別）

３． 開館後の広報について（同上） 

４． 重点的に取り組む点について 

５． 広報体制について 

 

１．基本的な考え方 

新県立博物館は、 

・ 県民に親しまれ、多くの人に博物館活動に参加・参画してもらうことで、“わたし

の博物館”と感じてもらう場（三重のもつすばらしさを実感して三重に対するアイ

デンティティや誇りを醸成してもらう場） 
・ 三重のもつすばらしさを外（県外、海外）に発信し、県外や海外での三重の存在感

を高めていくための場 

となることを目指しています。 

これらを実現していくためには、新県立博物館の魅力や参画することによるメリット

を、分かりやすく情報発信していくことが必要です。 
そこで、まずは博物館の存在や参加することの面白さを知ってもらうための幅広い広

報活動を行いつつ、県民一人ひとりの興味や関心に応じた博物館活動を可能とするため

に、また、県外に対して効果的なメッセージを発信していくために、地域・世代・博物

館との関わり度合いなど、様々な視点でターゲットを絞った広報活動も展開します。 

 

 

２．各段階に応じた広報戦略 

開館に向けては、認知度について地域差があること、また、これまでの博物館との関

わり度合いについても様々な層が存在することから、広報についてもこれらを考慮しな

がら、時期、地域、世代ごとに展開を考えていく必要があります。 
（１）「存在を知らない、関心がない方」に対する、博物館との出会いを促す取組 
（２）「興味はあるものの、どう携わっていいか分からない方」に対する、博物館活動へ

の参加・参画を促す取組 

（３）「博物館利用を究め、自らの活動に生かそうとしている方」に対する、博物館利用

を究め、自らの活動や地域づくりに活かすことを促す取組 

なお、開館後における継続的かつ効果的な広報を実施していくために、開館後の広報

体制のあり方についても併せて検討を進めることが必要となっています。 
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○ 県民広報マン（博物館営業本部員として、博物館の魅力をアピール）制度の立ち

上げ 

○ 「友の会」「モニター会員」等の募集 

○ 学会等の誘致活動 

 

 

３．ＭＩＥ・マイミュージアム・プロジェクト（ＭＭＭプロジェクト）について 

新県立博物館では、県民・利用者のみなさんに“わたしの博物館”と親しみを持って

いただけるようになることを目指しています。 
そこで、開館に至る過程においても、県民・利用者の方自らが、新県立博物館の活動

や運営の構築に向けた取組や、広報（宣伝）等に携わっていただくことで、新しい博物

館に思い入れを持っていただけるようなプロジェクトを実施したいと考えています。 
そこで、２．で示した様々な広報内容のうち、県民の方々の参加型による広報活動を

「ＭＩＥ・マイミュージアム・プロジェクト（ＭＭＭプロジェクト）」と名付け、開館

まで連続して展開していく予定です。 
 
 
 


